
 

 

 

項目 重点項目 
現状 

（◎〇△） 
達成目標・具体的施策 

自己評価 

(◎〇△) 
成果と課題 改善策 学校関係者評価 

学
び
の
場
で
あ
る
教
育
保
育
の
充
実 

『自分が好き』 

 

「愛情」を基盤と

した自己肯定感

の構築 

 

〇 

・「お子様は自分が愛されていると感

じ、明るく元気に園生活を過ごして

いる」のアンケート項目で肯定的な

回答が９０％以上ある。 

・園児が明るく元気に園生活を送れる

よう、一人一人に愛情豊かに丁寧な

関わりを行う。 

〇 

・アンケート項目で、１００％の肯定的な回答を

得ることができた。 

 

 

・園児一人一人が周りの大人（保護者・職員

等）に愛されていると感じながら、安心して園

に登園することができていた。 

・子どもが愛情を実感して育つこと

ができているかどうかは、心の内

側という判断しにくい部分である

為、引き続き子ども達が自分は

愛されていると感じられるような

保育を行う。 

・次年度も引き続き、

丁寧な関わりを大

切にして欲しい。 

『人が好き』 

 

ちがいを認め合

える仲間づくり 

 

〇 

・「お子様は、友達や保育者と関わる

中で、一緒にいる心地よさや人に対

する信頼感を感じている」のアンケ

ート項目で肯定的な回答が９０％以

上ある。 

・人権教育の観点から、保護者への啓

発や研修の機会を設ける。 

〇 

・１００％の肯定的な回答を得ることができた。 

・子どもの実態を共有することで、個々の成長や

次への課題だけでなく、仲間づくりの在り方を

考えることができた。 

・子どもと一緒に人権を考えられる研修内容に

したことで、家族で考えたり話したりして意識

を深めることができた。また、保護者アンケー

トの回収率が昨年度より上がった。 

・子ども同士が互いに気付き支え

合ったり、励まし合ったりできる

心を育くむような保育を今後も

行い続けていく。 

・同和教育や性的マイノリティ、子ど

もの人権などいろいろな人権教

育の問題に意識をもてるような

研修の計画を立てる。 

・目の前の実体験と向

き合い、その時にし

っかりと向き合うこ

とを大切にしていっ

て欲しい。 

『遊ぶのが好き』 

 

資質・能力を育

む保育の推進 

 

〇 

・「お子様はこども園で自分のやりた

い遊びがあり、その遊びを楽しもうと

している」のアンケート項目で肯定

的な回答が９０％以上ある。 

・一人一人の子どもが夢中になって遊

べる保育環境を、計画的に継続して

整える。 

〇 

・１００％の肯定的な回答を得ることができた。 

・遊びの環境を子どもの実態から考えることを

心掛けた。 

・定期的な会議の中で、子どもの興味に合わせ

た環境を考え合うことができた。 

・クラスや学年での遊びについての

話し合いを計画的に行い、保育

環境を整えられるよう、園務日程

計画に明記し、実践する。 

・写真や動画を利用し、子どもが夢

中になって遊んでいる姿を見つ

け、個々の内面理解を深める。 

・引き続き、教育保育

目標達成のために

頑張って欲しい。 

保
育
者
の
資
質
向
上 

職員研修・園内

研修の充実 
〇 

・「こども園は、職員研修を行いなが

ら、保育の質の向上に努めている」

のアンケート項目で肯定的な回答

が９０％以上ある。 

・年間計画を立て、計画的にすすめる。 

〇 

・１００％の肯定的な回答を得ることができた。 

・年５回の公開保育、年４回の講師からの指導

助言、年９回の語り合いの会を行いながら、職

員一人ひとりが教育保育について学び、保育

力向上に努めることができた。 

・同和問題やインクルーシブ教育に関する職員

研修を年間５回行うことができた。 

・今年度の成果を積み重ねていけ

るよう、今後も職員一人ひとりが

自ら課題意識をもって、主体的に

学ぶことができるような研修計

画を立てる。 

・様々な事象に向き合

える感覚を今後も

身に付けられるよう

になって欲しい。 

チーム保育の 

推進 

 

〇 

・「こども園は、複数の職員が連携を

取り合いながらチームで保育を行っ

ている」のアンケート項目で肯定的

な回答が９０％以上ある。 

・園児一人一人の姿を職員皆で共有

しあい、支えられるよう、日々こまめ

に報告連絡相談を行うと同時に、月

１回乳児、幼児会議、職員会議、他

にも適宜会議を実施する。 

〇 

・９５％の肯定的な回答を得ることができた。 

・子どもの姿はこまめに共有し、全体での話し合

いや会議も概ね達成したが、様々な業務を抱

える中で、各学年やクラスでの細かな話し合

いの機会を持つことは難しかった。 

・子どもの姿は日々変化するので、 

職員間で丁寧な伝達を行う。 

・職員一人ひとりが互いに協力し

合い、子どもが力を存分に発揮

できるように連携をとる。 

・働きやすい職場づくりを心掛け、

職員の力が発揮できるような認

め合いを大切にする。 

・引き続き、働き方改

革と共に頑張って欲

しい。 

小学校教育との

接続 
△ 

・「こども園は、なめらかな小学校接続

を意識し、小学校がより身近な環境

と感じられるような教育保育を進め

ようとしている」のアンケート項目で

肯定的な回答が９０％以上ある。 

・年間計画をもとに小学校の校庭やプ

ール図書室等に行く日程を設ける。 

・就学前教育で大切にしていることを

園内研修等を通して保育公開し、子

どもの育ちを発信する。 

△ 

・９０％以上の肯定的な回答を得ることができ

た。 

・計画をもとに校庭やプール等を利用し、その都

度、活動の様子をホームページや動画を配信

したことで積極的に交流を図ることができた。 

・保育研修会では、自園職員の学びの他に、１１

施設１５名の参加者に向け、小学校教育への

接続の在り方を発信することができた。 

・動画や手紙等を通して子ども同

士の交流がもてるような機会を

つくり、子ども達にとって小学校

がより身近に感じられるような実

践を行う。 

・乳幼児期の学びを小学校教育に

滑らかに繋げていけるよう、職員

の学びと同時に保護者への啓発

を行う。 

・多忙の中でも、接続、

連携が重要である

という認識を共有で

きるように工夫する

必要がある。 

・小学校が隣接してい

る強みを生かしてい

って欲しい。 

開
か
れ
信
頼
さ
れ
る
園
づ
く
り 

職員の危機管理

能力の向上 

△ 
 

・「こども園は、避難訓練や交通安全

指導等、乳幼児の安全に関する適

切な指導を行っている」のアンケー

ト項目で肯定的な回答が９０％以上

ある。 

・年１２回の避難訓練、年２回の不審

者訓練、５歳児保護者と子ども向け

の親子安全教室を実施し、火災や

地震や水害や防犯、交通安全など

に対する適切な対応を確認し、有事

に備えられるようにする。 

〇 

・１００％の肯定的な回答を得ることができた。 

 

 

 

 

・年１２回の避難訓練及び年２回の不審者訓

練、５歳児の保護者と子ども向けの親子安全

教室の他に、職員の消火栓訓練、誤飲時の

対応方法についても研修する機会を持つこと

ができた。 

 

 

 

 

 

・今後も乳幼児の安全な生活を守

る為、職員は危機管理能力の向

上に向け、年間で計画的に訓練

や研修等を行っていく。 

・実践的に学ぶことができる機会を

もつ。 

・今後も計画的かつ継

続的に訓練や学び

合いを行っていくこ

とが大切である。 

園情報の 

積極的な発信 
〇 

・「こども園は園情報・教育保育内容

を配信や掲示板、ホームページなど

を通じて適宜保護者に伝えている」

のアンケート項目で肯定的な回答

が９０％以上である。 

・継続して週１回のホームページ更

新、月２回の動画配信、タイムリーに

保育の様子を知らせるようにする。 

◎ 

・９５％以上の肯定的な回答を得ることができ

た。 

・動画配信は、各クラス２回以上配信し保育の

可視化に努めた。 

・保育の様子を写真や掲示物でタイムリーに知

らせ、生活の様子を可視化することができた。 

 

 

・来年度から導入される新保育シ

ステムを円滑に利用し、継続して

情報の発信を行う。 

・保育の中で大切にしていること

等、保育の可視化と同時に伝え

ていく。 

・ホームページを見や

すくするなど、効果

的な情報発信方法

を見極め、働き方改

革とのバランスを考

えることが大切であ

る。 

地域交流 

子育ての支援 
〇 

・「こども園は、園定開放や育児相談、

子育ての支援等を行っている」のア

ンケート項目で肯定的な回答が９

０％以上ある。 

・未就園児子育て支援につながる園

庭開放、年９回のさくらっこ広場を実

施する。 

・在園児子育て支援につながる園庭

開放や預かり保育を実施する。 

〇 

・１００％の肯定的な回答を得ることができた。 

 

・未就園児子育て支援では、さくらっこ広場で年

間延べ 170人の利用があった。 

・在園児子育て支援につながる、園庭開放は、

毎月約６０～１８０人が利用、預かり保育は、

月２０日以上実施し、１日約２０人以上の利用

があった。 

・今後も園が地域の集いの場にな

るような広場を行い、広く園庭開

放を実施する。 

・在園児保護者の預かり保育利用

や地域の方が使いやすい園庭

開放のあり方を考え、保護者が

気軽に子育て相談ができるよう、

信頼関係作りに努める。 

・行事等の案内をでき

る限り早めに欲し

い。 

関係者評価総括 ・『自分で考えて行動する力』を身に付けるには長い時間と継続性が必要。今後も子どもが未来を生き抜く力が身に付く教育保育を目指して欲しい。 

・アンケートの回収率が低いが、その結果は現状におおむね満足していると捉えてよいのではないか。 

・要望に対して、優先順位をつけて取り組んでいくとよいのではないか。 

次年度に向けた重点的な改善点 ・子どもの実態を踏まえ、非認知能力という目に見えない力を育む教育保育を実践し、その育ちを積極的に発信していく。     

・優先順位をつけ、業務のスリム化を図る。 

 

令和５（2023）年度    こども園評価総括表   伊丹市立さくらだいこども園                                 

教育保育目標 ： 自分が好き ・ 人が好き ・ 遊ぶのが大好きな子どもを育む 
重点目標：一人一人の心の動きを大切にする保育をめざして 

     ～乳幼児理解を深め、みんなで保育を考えよう～ 

◎：達成   〇：おおむね達成   △：不十分 


